
平
成
二
十
九
年
十
二
月
六
日
提
出

質

問

第

九

八

号

北
朝
鮮
問
題
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

も
と
む
ら
賢
太
郎
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北
朝
鮮
問
題
に
関
す
る
質
問
主
意
書

北
朝
鮮
に
よ
る
弾
道
ミ
サ
イ
ル
の
開
発
に
は
膨
大
な
資
金
が
必
要
で
あ
り
、
ミ
サ
イ
ル
発
射
・
開
発
を
防
ぐ
為
に
も
北
朝
鮮

へ
の
資
金
の
流
入
を
阻
止
す
る
べ
き
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
日
本
で
は
、
資
金
流
出
の
防
止
の
た
め
に
、
貿
易
規
制
・
送
金
規
制

や
役
務
提
供
規
制
、
資
本
取
引
規
制
の
対
策
を
と
っ
て
い
る
。
日
本
を
含
む
、
数
か
国
で
は
北
朝
鮮
に
対
し
て
独
自
の
経
済
制

裁
を
行
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
中
央
日
報
に
よ
れ
ば
、
韓
国
銀
行
が
二
千
十
七
年
七
月
二
十
一
日
に
発
表
し
た
「
二
千
十
六
年

北
朝
鮮
経
済
成
長
推
定
結
果
」
で
、
二
千
十
六
年
の
北
朝
鮮
の
実
質
国
内
総
生
産
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
は
、
二
千
十
五
年
の
実
質
国
内

総
生
産
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
よ
り
も
、
三
・
九
％
増
加
し
た
と
報
じ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
北
朝
鮮
に
対
す
る
制
裁
を
行
っ
て
い
る

に
も
関
わ
ら
ず
、
北
朝
鮮
の
国
内
総
生
産
が
増
加
し
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
以
下
質
問
す
る
。

一

日
本
の
北
朝
鮮
に
対
す
る
経
済
制
裁
の
効
果
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
か
。

二

一
の
回
答
を
踏
ま
え
て
、
日
本
の
北
朝
鮮
に
対
す
る
経
済
制
裁
を
今
後
、
ど
の
よ
う
に
し
て
い
く
の
か
。

三

北
朝
鮮
が
国
交
を
結
ぶ
国
か
ら
、
北
朝
鮮
に
資
金
が
流
入
し
て
い
る
現
状
を
鑑
み
れ
ば
、
北
朝
鮮
に
対
す
る
経
済
制
裁
は

国
際
的
に
緊
密
な
連
携
が
必
要
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
日
本
は
、
北
朝
鮮
に
対
す
る
経
済
制
裁
に
関
し
て
、
今
後
ど
の
よ

一



う
に
国
際
社
会
に
働
き
か
け
て
い
く
の
か
。

右
質
問
す
る
。

二


